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そう思う

2.0%

どちらかといえば

そう思う

11.7%

どちらかといえば

そう思わない

22.8%そう思わない

62.6%

無回答

0.9%

《そう思わない》

85.4％

(n=1,832)

《そう思う》

13.6％

12．男女共同参画の推進 

（１）「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

◎《そう思わない》が８割半ば 

 

問２９ あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方に共感しますか。（○は１つ） 

 

図１２－１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について共感するか聞いたところ、「そう思わない」（62.6％）

が６割を超えて最も高く、「どちらかといえばそう思わない」（22.8％）と合わせた《そう思わない》

（85.4％）が８割半ばとなっている。「どちらかといえばそう思う」（11.7％）と「そう思う」（2.0％）

を合わせた《そう思う》（13.6％）は１割を超えている。（図１２－１－１） 
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38.6

0.6

0.0

0.0

0.8

1.5

0.0

0.0

1.4

男性全体 (703)

10 20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (119)

50歳代 (135)

60歳代 (131)

70歳代 (109)

80歳以上 (70)

1.3

2.6

0.7

0.5

0.5

0.6

1.3

5.2

9.7

7.8

11.4

4.2

8.6

9.7

11.6

18.1

22.7

10.4

23.6

19.4

24.5

18.8

30.3

26.7

65.5

79.2

64.3

75.9

65.5

70.5

54.2

48.3

0.8

0.0

0.0

0.0

0.9

0.6

2.6

1.7

女性全体 (1,077)

10 20歳代 (77)

30歳代 (140)

40歳代 (191)

50歳代 (220)

60歳代 (176)

70歳代 (155)

80歳以上 (116)

（％）

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない そう思わない 無回答

《そう思う》 《そう思わない》

図１２－１－２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、《そう思う》は男女ともに 80歳以上が高く、男性の 80歳以上で３割を超え、

女性の 80歳以上で２割を超えている。一方、《そう思わない》は女性の 40歳代で９割半ば、女性の

10・20歳代と 50歳代で９割、女性の 60歳代でほぼ９割となっている。（図１２－１－２） 
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19.0

13.6

10.1

16.2

26.3

22.3

30.8

24.3
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26.0

17.2

72.3

64.2

61.5

58.9

64.9

53.1

55.7

70.5

0.0

0.0
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1.1

1.4

1.0

1.0

独身期 (191)

家族形成期 (137)

家族成長前期 (179)

家族成長後期 (146)

家族成熟期 (185)

高齢期Ⅰ (147)

高齢期Ⅱ (404)

その他 (396)

（％）

2.0

11.7 22.8 62.6 0.9全 体 (n=1,832)

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない そう思わない 無回答

《そう思う》 《そう思わない》

図１２－１－３ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、《そう思う》は高齢期Ⅰで２割となっている。《そう思わない》は家

族形成期、家族成長後期、家族成熟期で９割前後となっている。（図１２－１－３） 
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「仕事」を優先している

12.9%

「家庭生活」を

優先している

25.5%

「地域・個人の生活」を

優先している

3.6%「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先している

27.3%

「仕事」と「地域・個人の生活」を

ともに優先している

5.0%

「家庭生活」と「地域・個人の生活」を

ともに優先している

8.4%

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先している

9.7%

わからない

5.9%

無回答

1.8%

(n=1,832)

（２）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

◎「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が３割近く 

 

問３０ あなたの生活の中で「仕事」「家庭生活（家族と過ごすこと、家事、育児、介護など）」

「地域・個人の生活（地域・社会活動、学習・研修、趣味、娯楽、スポーツなど）」の優

先度についておたずねします。あなたの現状に近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

図１２－２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度を聞いたところ、「「仕事」と「家庭生活」

をともに優先している」（27.3％）が３割近く、「「家庭生活」を優先している」（25.5％）が２割

半ばとなっている。以下、「「仕事」を優先している」（12.9％）、「「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」をともに優先している」（9.7％）、「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をとも

に優先している」（8.4％）などと続く。（図１２－２－１） 
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1.0
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0.0

0.0

0.5
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4.5

8.6

女性全体 (1,077)

10 20歳代 (77)

30歳代 (140)

40歳代 (191)

50歳代 (220)

60歳代 (176)

70歳代 (155)

80歳以上 (116)

（％）

「仕事」を

優先している

「家庭生活」を

優先している

「地域・個人の生活」を

優先している

「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」を

ともに優先している

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先している
「仕事」と

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先している

わからない

無回答

図１２－２－２ 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」は男性の 30 歳代～50 歳

代で４割近くとなっている。「「家庭生活」を優先している」は 30歳代以上の各年代で男性より女性

の方が高く、「「仕事」を優先している」は 30歳代以上の各年代で女性より男性の方が高くなってい

る。（図１２－２－２） 
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12.9 25.5 3.6 27.3 5.0 8.4 9.7 5.9 1.8全 体 (n=1,832)

「仕事」を
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「地域・個人の生活」を

ともに優先している

わからない

無回答
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15.3
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0.0

2.7

8.8
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7.3

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

2.0

4.2

1.5

独身期 (191)

家族形成期 (137)

家族成長前期 (179)

家族成長後期 (146)

家族成熟期 (185)

高齢期Ⅰ (147)

高齢期Ⅱ (404)

その他 (396)

（％）

図１２－２－３ 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

（共働きの有無別・ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共働きの有無別にみると、共働き世帯は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が４割

半ばで最も高く、共働きでない世帯は「「家庭生活」を優先している」が４割を超えて最も高くなっ

ている。 

ライフステージ別にみると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」は家族成長前期で

４割を超え、家族成長後期でほぼ４割となっている。「「家庭生活」を優先している」は高齢期Ⅰで

４割近く、家族形成期と家族成長前期で３割半ば、「「仕事」を優先している」は独身期で２割半ば

となっている。（図１２－２－３） 
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知っている

87.6%

知らない

11.0%

無回答

1.4%

(n=1,832)

（３）性的マイノリティという言葉の認知度 

◎「知っている」が９割近く 

 

問３１ あなたは、性的マイノリティという言葉を知っていますか。（○は１つ） 

 

図１２－３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性的マイノリティという言葉を知っているか聞いたところ、「知っている」（87.6％）が９割近く、

「知らない」（11.0％）が１割を超えている。（図１２－３－１） 



- 169 - 

87.6 11.0 1.4全 体 (n=1,832)
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81.9
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0.0

0.5

0.5

0.6

3.2

6.9

女性全体 (1,077)

10 20歳代 (77)

30歳代 (140)

40歳代 (191)

50歳代 (220)

60歳代 (176)

70歳代 (155)

80歳以上 (116)

（％）

知っている

知らない

無回答

図１２－３－２ 性的マイノリティという言葉の認知度（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「知っている」は男女とも 30 歳代～60 歳代で９割台となっている。「知ら

ない」は女性の 80歳以上で３割半ばとなっている。（図１２－３－２） 
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必要だと思う

64.3%

必要ないと思う

7.5%

その他

4.3%

わからない

22.4%

無回答

1.6%

(n=1,832)

（４）性的マイノリティの人権を守る啓発や施策の必要性 

◎「必要だと思う」が６割半ば 

 

問３２ あなたは、性的マイノリティの方々の人権を守る啓発や施策について、必要だと思いま

すか。（○は１つ） 

 

図１２－４－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性的マイノリティの方々の人権を守る啓発や施策の必要性を聞いたところ、「必要だと思う」

（64.3％）が６割半ばで最も高い。以下、「わからない」（22.4％）、「必要ないと思う」（7.5％）、

「その他」（4.3％）と続く。（図１２－４－１） 
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60歳代 (176)

70歳代 (155)

80歳以上 (116)

（％）

必要だと思う

必要ないと思う

その他 わからない 無回答

図１２－４－２ 性的マイノリティの人権を守る啓発や施策の必要性（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「必要だと思う」は女性の 30歳代と 60歳代で７割半ば、女性の 40歳代と 50

歳代で７割を超え、男性の 60歳代で７割となっている。「必要ないと思う」は男性の 30歳代で２割

を超え、男性の 10・20歳代で２割となっている。（図１２－４－２） 
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内容を知っている

12.0%

名前は聞いたことがあるが、

内容は知らない

30.6%

知らない

55.9%

無回答

1.4%

(n=1,832)

（５）「世田谷区パートナーシップの宣誓の取組み」の認知度 

◎「知らない」が５割半ば 

 

問３３ あなたは、「世田谷区パートナーシップの宣誓の取組み」を知っていますか。（○は１つ） 

 

図１２－５－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷区パートナーシップの宣誓の取組み」を知っているか聞いたところ、「知らない」（55.9％）

が５割半ばで最も高い。「名前は聞いたことがあるが、内容は知らない」（30.6％）がほぼ３割、「内

容を知っている」（12.0％）が１割を超えている。（図１２－５－１） 



- 173 - 

12.0 30.6 55.9 1.4全 体 (n=1,832)

11.0

6.8

13.8

11.8

12.6

10.7

13.8

2.9

27.2

22.0

28.8

21.8

28.9

31.3

22.9

34.3

61.0

69.5

57.5

66.4

57.8

57.3

63.3

58.6

0.9

1.7

0.0

0.0

0.7

0.8

0.0

4.3

男性全体 (703)

10 20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (119)

50歳代 (135)

60歳代 (131)

70歳代 (109)

80歳以上 (70)

13.0

6.5

14.3

15.7

14.5

17.0

9.0

7.8

33.0

24.7

30.0

33.5

27.3

37.5

41.3

33.6

52.8

68.8

55.0

50.8

57.7

44.9

46.5

54.3

1.2

0.0

0.7

0.0

0.5

0.6

3.2

4.3

女性全体 (1,077)

10 20歳代 (77)

30歳代 (140)

40歳代 (191)

50歳代 (220)

60歳代 (176)

70歳代 (155)

80歳以上 (116)

（％）

内容を

知っている

名前は聞いたことがあるが、

内容は知らない 知らない 無回答

図１２－５－２ 「世田谷区パートナーシップの宣誓の取組み」の認知度（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「内容を知っている」は女性の 60歳代で２割近くとなっている。「知らない」

は男性の 10・20歳代で７割、女性の 10・20歳代で７割近くとなっている。（図１２－５－２） 

 

  


